
数学で指導に困ることが予想される分野

数学Ⅰ・データの分析

数学Ａ・整数の性質

数学Ⅲ・複素数平面

数学Ａ・図形の性質

「データの分析」は生徒の反応や理解度が予測できないこと、授業での到達目標の設
定が難しいことなどが、「整数の性質」は中学校までの必要な知識の習得が未知数で
あること、低学年で指導すべき部分と入試対応の部分をきちんと考えた指導が必要に
なってくることなどが、困ると予想される理由として挙げられた。
出典／ベネッセコーポレーション　進研模試 2013 年度「教科に関するアンケート」
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指導の工夫によって
生きる力を育みやすい
2つの新設分野
新課程が全面実施となり、新しい学習内容での授業が進んでいるが、
学習内容が増加する中、言語活動の充実や知識・技能の活用重視など、指導に工夫が迫られている。
そこで、新課程での教科指導において、指導現場が直面している課題と
課題解決のヒントとなる取り組みや現場の声を紹介していく。初回は２０１２年度に先行実施された数学。
多くの教師が課題に挙げた新設分野の「データの分析」と「整数の性質」の指導について考える。

新課程

教科指導最前線
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福
井
県
立
武
生
高
校
で
は
、「
数
学
Ⅰ
」

「
数
学
Ａ
」
を
直
列
履
修
と
し
、
科
目
ご

と
で
は
な
く
、
ク
ラ
ス
ご
と
に
担
当
を
割

り
当
て
て
い
る
。
２
０
１
２
年
度
の
履
修

順
序
は
、「
数
と
式
」（
数
学
Ⅰ
）
↓
「
２

次
関
数
」（
数
学
Ⅰ
）
↓
「
場
合
の
数
と

確
率
」（
数
学
Ａ
）
↓
「
整
数
の
性
質
」

（
数
学
Ａ
）
↓
「
図
形
の
性
質
」（
数
学
Ａ
）

↓
「
図
形
と
計
量
」（
数
学
Ⅰ
）
↓
「
デ
ー

タ
の
分
析
」（
数
学
Ⅰ
）
だ
っ
た
。

　

新
課
程
で
「
数
学
Ａ
」
に
新
設
さ
れ
た

「
整
数
の
性
質
」
は
、
１
学
期
の
期
末
考

査
後
か
ら
夏
休
み
明
け
に
か
け
て
履
修
さ

せ
た
。こ
の
分
野
は
他
の
分
野
に
比
べ
て
、

単
元
間
の
関
連
性
が
低
い
た
め
、
学
習
途

中
で
夏
休
み
が
入
り
、
授
業
の
間
隔
が
空

い
て
も
、
支
障
を
来
し
に
く
い
と
い
う
考

え
方
だ
。
ま
た
、「
数
学
Ⅰ
」
に
新
設
さ

れ
た
「
デ
ー
タ
の
分
析
」
を
履
修
順
序
の

最
後
に
置
い
た
の
は
、
他
校
の
指
導
状
況

な
ど
も
踏
ま
え
て
授
業
内
容
を
検
討
し
た

い
と
い
う
考
え
に
よ
る
。
あ
る
程
度
の
状

況
が
見
え
て
き
た
13
年
度
は
、「
デ
ー
タ

の
分
析
」
を
「
整
数
の
性
質
」
と
「
図
形

の
性
質
」
の
間
で
履
修
さ
せ
る
予
定
だ
。

　
「
整
数
の
性
質
」
の
具
体
的
な
指
導
内

容
か
ら
見
て
い
こ
う
。

　
「
整
数
の
性
質
」
は
、
１
つ
の
分
野
に

位
置
付
け
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
わ

ゆ
る
整
数
問
題
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
内

容
の
基
礎
部
分
が
系
統
化
さ
れ
た
。
そ
の

た
め
、
整
数
問
題
に
関
す
る
内
容
が
教
師

に
と
っ
て
は
教
え
や
す
く
、
生
徒
に
と
っ

て
は
学
び
や
す
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
、
西
繁し

げ

寿ひ
さ

先
生
は
話
す
。

　
「
こ
れ
ま
で
整
数
問
題
と
し
て
出
題
さ

れ
て
い
た
内
容
は
、
明
確
に
特
定
の
分
野

に
属
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
自

分
が
学
習
し
て
き
た
こ
と
を
生
か
し
き
れ

ず
に
戸
惑
う
生
徒
が
、
少
な
か
ら
ず
い
ま

し
た
。
新
課
程
で
１
つ
の
分
野
と
し
て
確

立
さ
れ
、
整
数
問
題
を
解
く
際
の
ベ
ー
ス

と
な
る
内
容
が
授
業
で
き
ち
ん
と
学
べ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
理
解
し
や
す
く

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
指
導
す
る
側
と
し

て
は
、
指
導
内
容
は
基
本
的
に
は
整
数
問

題
を
取
り
扱
う
時
に
教
え
て
い
た
内
容
を

整
理
す
る
だ
け
な
の
で
、
大
き
な
混
乱
は

な
か
っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
」

　

従
来
、
整
数
問
題
は
、
入
試
で
は
東
京

大
や
京
都
大
、
一
橋
大
な
ど
、
一
部
の
難

関
大
を
中
心
に
出
題
さ
れ
て
き
た
。
今
後

は
、「
先
行
実
施
さ
れ
た
学
年
の
受
験
年

を
待
た
ず
、
よ
り
多
く
の
大
学
で
出
題
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
」
と
西

先
生
は
予
測
し
、
状
況
が
変
化
し
て
い
く

と
見
通
し
て
い
る
。

　

同
校
で
は
、
整
数
問
題
は
「
数
学
Ａ
」

だ
け
で
は
な
く
、
３
年
間
を
通
し
て
積
み

上
げ
て
い
く
こ
と
を
重
視
す
る
。

　
「
整
数
問
題
は
、
解
法
を
パ
タ
ー
ン
化

し
づ
ら
く
、
条
件
の
設
定
に
よ
っ
て
は
い

く
ら
で
も
難
し
く
す
る
こ
と
が
出
来
る
、

奥
の
深
い
内
容
を
含
ん
で
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
入
試
直
前
の
短
期
間
で
は
難
関
大

レ
ベ
ル
の
力
を
付
け
る
の
は
難
し
く
、
時

間
を
掛
け
て
対
応
力
を
付
け
る
必
要
が
あ

福
井
県
立
武
生
高
校

◎
２
０
０
８
〜
12
年
度
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
指
定
を
受
け
、
21
世

紀
型
の
理
数
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
お
よ
び
「
持
続
可
能
な
開
発

の
た
め
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
研
究
開
発
に
取
り
組
む
。

◎
全
日
制
／
普
通
科
・
理
数
科
／
共
学　

◎
１
学
年
約
３
４
０
人

◎
２
０
１
３
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）
／
国
公
立

大
は
、
東
京
大
、
金
沢
大
、
福
井
大
、
名
古
屋
大
、
京
都

大
、
大
阪
大
、
神
戸
大
な
ど
に
２
１
５
人
が
合
格
。
私
立

大
は
、慶
應
義
塾
大
、早
稲
田
大
、同
志
社
大
、立
命
館
大
、

関
西
大
、
関
西
学
院
大
な
ど
に
延
べ
３
２
５
人
が
合
格
。

新課程　教科指導最前線 数学●指導の工夫によって生きる力を育みやすい２つの新設分野

福
井
県
立
武た

け

生ふ

高
校

入
試
で
の
出
題
予
測
を
基
に

対
応
力
を
高
め

言
語
活
動
や
課
題
学
習
を
導
入

学
校
事
例　
１

福
井
県
立
武
生
高
校

西
繁
寿

に
し
・
し
げ
ひ
さ
　

教
職
歴
20
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
８
年
目
。
進
路
担
当
、
３
学

年
副
主
任
。

整
数
問
題
に
関
す
る
内
容
が

系
統
化
さ
れ
、学
び
や
す
く
な
っ
た

整系

分
野
の
性
質
を
踏
ま
え
て

履
修
時
期
を
決
め
る

分履

整
数
問
題
へ
の
対
応
力
は

３
年
間
を
通
し
て
育
成

整３
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り
ま
す
」（
西
先
生
）

　

そ
こ
で
、「
整
数
の
性
質
」の
学
習
時
は
、

基
本
的
に
教
科
書
の
範
囲
に
と
ど
め
、
ま

ず
は
し
っ
か
り
土
台
を
固
め
ら
れ
る
よ
う

指
導
し
た
。
そ
の
後
、
他
の
分
野
を
指
導

す
る
際
に
、
適
宜
、
そ
の
分
野
に
関
連
す

る
整
数
問
題
を
扱
っ
て
い
る
（
図
１
）。

　
「
他
の
分
野
を
学
ぶ
に
連
れ
て
扱
え
る

問
題
の
幅
が
広
が
っ
て
い
く
の
が
整
数
問

題
の
特
徴
」
と
西
先
生
が
言
う
よ
う
に
、

整
数
問
題
は
「
数
と
式
」「
場
合
の
数
と

確
率
」「
数
列
」
な
ど
、
親
和
性
の
高
い

分
野
が
多
い
。
定
期
考
査
で
も
、
年
間
を

通
し
て
、
入
試
を
意
識
し
た
整
数
問
題
を

出
題
し
て
い
る
（
図
２
）。

　
「
整
数
問
題
は
抽
象
度
が
高
く
、
解
法

が
パ
タ
ー
ン
化
し
づ
ら
い
た
め
に
難
問
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
他
の
分

野
に
比
べ
、
前
提
と
し
て
必
要
な
知
識
が

多
く
な
く
、
数
学
が
得
意
・
不
得
意
に
か

か
わ
ら
ず
、
皆
、
同
じ
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

か
ら
取
り
組
め
ま
す
。
更
に
、
そ
の
性
質

ゆ
え
、『
整
数
の
性
質
』
や
整
数
問
題
の

指
導
を
通
し
て
、
数
学
は
解
法
を
覚
え
れ

ば
解
け
る
教
科
と
思
っ
て
い
る
生
徒
の
誤

解
を
正
し
、
数
学
の
面
白
さ
に
気
付
い
た

り
、
学
習
意
欲
を
高
め
た
り
す
る
き
っ
か

け
に
も
な
る
分
野
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
」

（
西
先
生
）

　

整
数
問
題
に
取
り
組
む
生
徒
に
、
西
先

生
が
よ
く
勧
め
て
い
る
の
が
、
具
体
的
に

書
き
出
す
な
ど
の
実
験
を
行
う
こ
と
だ
。

　
「
数
学
の
好
き
嫌
い
、
得
意
・
不
得
意

に
関
係
な
く
、具
体
的
な
値
で
考
え
た
り
、

図
を
描
い
た
り
す
る
こ
と
に
、
生
徒
は
本

当
に
楽
し
そ
う
に
取
り
組
み
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
う
し
た
実
験
を
繰
り
返
す
中
で
、

あ
る
法
則
を
見
付
け
た
時
、
と
て
も
う
れ

し
そ
う
な
表
情
を
見
せ
ま
す
。
整
数
の
世

界
は
奥
深
く
、
最
終
到
達
地
点
は
と
て
も

高
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

レ
ベ
ル
に
応
じ
て
知
的
な
ド
キ
ド
キ
感
・

ワ
ク
ワ
ク
感
が
得
ら
れ
、
学
習
意
欲
を
喚

起
さ
せ
ら
れ
る
分
野
と
い
え
ま
す
」（
西

先
生
）

　

ま
た
、
整
数
問
題
は
、
１
つ
の
問
題
に

対
し
て
複
数
の
ア
プ
ロ
ー
チ
法
が
あ
る
も

の
が
多
い
た
め
、
生
徒
の
学
び
合
い
を
促

し
や
す
く
、
新
課
程
で
全
教
科
に
お
い
て

導
入
が
求
め
ら
れ
て
い
る
言
語
活
動
に
も

適
し
た
分
野
と
考
え
て
い
る
。
同
校
は
、

08
年
度
か
ら
５
年
間
、
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ

ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
の
指
定
校
と
し
て
理

数
教
育
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、

そ
の
一
環
と
し
て
１
年
生
全
員
を
対
象
に

設
け
て
い
る
「
サ
イ
エ
ン
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｓ
Ｃ
）」
で
、ユ
ー
ク
リ
ッ

ド
の
互
除
法
を
用
い
て
最
大
公
約
数
を
求

め
る
問
題
を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
議
論
し
な

が
ら
解
く
な
ど
、
言
語
活
動
を
取
り
入
れ

た
授
業
を
展
開
し
て
い
る
（
図
３
）。 

　

次
に
「
デ
ー
タ
の
分
析
」
の
指
導
に
目

を
向
け
た
い
。

　

同
校
で
は
、
こ
の
分
野
に
つ
い
て
も
、

１
年
生
で
の
学
習
範
囲
は
教
科
書
の
内
容

に
と
ど
め
て
い
る
。
旧
課
程
で
は
、「
数

学
Ｂ
」「
数
学
Ｃ
」
に
「
デ
ー
タ
の
分
析
」

の
要
素
で
あ
る
統
計
が
含
ま
れ
て
い
た

が
、
入
試
で
は
ご
く
一
部
の
大
学
で
し
か

出
題
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
、
そ
の

「整数の性質」や整数問題と関連の深い分野

西先生が２年生文系クラスの
学年末考査で出した問題と解答例

図１

図２

数学Ⅰ・Ａ
「数と式」
・無理数の整数部分と小数部分
・不等式を満たす整数
・不等式の整数解（＋文章題）
・絶対値を含む方程式・不等式
・剰余類分類（表示）
・四則演算について閉じている
・倍数・約数、倍数の判定
・命題と整数

「２次関数」
・２次関数の最大・最小（実数、
整数）
・因数分解と因数の絞り方
・２次不等式と整数
・連立２次不等式と整数

「場合の数と確率」
・ｎＣｒの性質

「図形と計量」「図形の性質」
・図形を作る整数値

数列｛an｝は、初項が1、公比が2の等比数列である。
次の問に答えよ。
（1）一般項 anを求めよ。
（2）anとan＋2を3で割った余りは等しいことを示せ。
（3）anを3で割った余りを求めよ。

〈解答例〉
（1）an=2

n-1

（2）an+2-an

=2
n+1

-2
n-1

=4・2
n-1

-2
n-1

=3・2
n-1だから

anと an+2を 3で割った余りは等しい。
（3）a1=1、a2=2だから、（2）より、

anを 3で割った余りは、
nが奇数のとき 1、nが偶数のとき 2

数学Ⅱ・Ｂ
「複素数と方程式」
・ωと循環、剰余類

「図形と方程式」
・領域と線形計画、格子
点

「指数関数」
・桁数の問題、最高位、
７ｎの１の位
・不等式を満たす整数

「数列」
・ガウス記号、群数列
・格子点
・等差数列の共通項
・等差数列と等比数列の
共通項
・漸化式との融合

＊西先生の資料を基に編集部で作成

＊（２）の別解として、「二項定理を用いる」「数学的帰納法を用いる」
などの解法も考えられる
＊西先生の資料を基に編集部で作成

「
デ
ー
タ
の
分
析
」の
指
導
で

社
会
を
生
き
抜
く
力
を
育
て
る

「社
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理
由
の
１
つ
だ
。「
整
数
の
性
質
」
と
は

異
な
り
、
今
後
も
国
公
立
大
の
個
別
学
力

試
験
で
は
出
題
さ
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な

い
と
考
え
、
セ
ン
タ
ー
試
験
で
の
出
題
に

的
を
絞
っ
て
指
導
す
る
方
針
だ
。

　
「『
デ
ー
タ
の
分
析
』
の
内
容
を
個
別
学

力
試
験
レ
ベ
ル
の
問
題
と
す
る
に
は
、
多

量
の
デ
ー
タ
が
必
要
で
す
。
そ
う
な
る
と

多
く
の
計
算
が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、
入

試
で
『
デ
ー
タ
の
分
析
』
に
そ
れ
だ
け
の

時
間
を
割
く
問
題
を
出
す
と
は
考
え
に
く

い
と
思
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
試
験
で
も
、

旧
課
程
の
『
論
理
と
集
合
』
の
よ
う
な
出

題
の
仕
方
（
大
問
１
の
小
問
）
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」（
西
先
生
）

　

た
だ
、
入
試
で
は
あ
ま
り
大
き
く
扱
わ

れ
な
い
と
予
想
す
る
が
、
学
習
内
容
自
体

は
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生
き
て
い
く
上
で

非
常
に
重
要
な
内
容
だ
と
、
西
先
生
は
捉

え
て
い
る
。

　
「
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
知
識
基
盤
社
会

や
情
報
化
社
会
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、

統
計
的
な
視
点
か
ら
物
事
を
客
観
的
に

捉
え
る
視
点
や
手
法
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

『
デ
ー
タ
の
分
析
』
が
『
数
学
Ⅰ
』
に
新

た
な
分
野
と
し
て
追
加
さ
れ
た
意
味
は
、

実
生
活
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
自

ら
考
え
て
判
断
す
る
力
の
基
盤
を
形
成
す

る
こ
と
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
。
そ
う
し
た

学
習
の
意
義
を
、
生
徒
に
よ
く
理
解
さ
せ

る
指
導
を
心
掛
け
て
い
ま
す
」（
西
先
生
）

　

ま
た
、
学
習
内
容
を
よ
り
深
め
る
た
め

に
、
デ
ー
タ
分
析
が
必
要
と
さ
れ
る
理
科

や
、
一
部
の
内
容
が
重
な
る
情
報
科
と
の

授
業
で
の
連
携
も
検
討
し
て
い
る
。

　

新
課
程
で
は
、「
数
学
Ⅰ
」「
数
学
Ａ
」

に
、
生
活
と
関
連
付
け
た
り
、
学
習
し
た

内
容
を
発
展
さ
せ
た
り
し
て
、
生
徒
の
関

心
や
意
欲
を
高
め
る
課
題
を
設
け
、
数
学

的
活
動
を
特
に
重
視
し
て
行
う
課
題
学
習

が
内
容
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
実
験

な
ど
の
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
す
中
で
本
質

を
見
抜
く
力
を
育
て
る
「
整
数
の
性
質
」、

多
角
的
な
視
点
を
身
に
付
け
る
「
デ
ー
タ

の
分
析
」
は
共
に
、
生
徒
の
主
体
的
な
学

習
を
促
し
、
数
学
を
学
ぶ
良
さ
を
認
識
さ

せ
や
す
い
と
い
う
点
で
、
課
題
学
習
に
適

し
て
い
る
と
西
先
生
は
考
え
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
前
述
の
よ
う
に
、
１
年
生
の

Ｓ
Ｃ
で
言
語
活
動
も
取
り
入
れ
る
形
で
課

題
学
習
を
行
っ
て
い
る
（
図
３
）。

　
「
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
も
効
果
の
高

い
学
習
と
な
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま

す
。
た
だ
、
課
題
学
習
の
質
は
、
ど
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
、ど
れ
く
ら
い
時
間
を
掛
け
、

ど
の
よ
う
な
内
容
を
学
ぶ
か
に
よ
っ
て
大

き
く
異
な
り
ま
す
。
教
師
の
力
量
が
問
わ

れ
る
こ
と
を
常
に
肝
に
銘
じ
て
指
導
を
工

夫
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
」（
西
先
生
）　

　

三
重
県
立
白
山
高
校
で
は
、
普
通
科

は
１
年
次
に
「
数
学
Ⅰ
」「
数
学
Ａ
」
を

並
行
し
て
履
修
し
、
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
科
は
１
年
次
に
「
数
学
Ⅰ
」、
２

年
次
に
「
数
学
Ａ
」
を
履
修
す
る
。
い
ず

れ
も
教
科
書
の
章
立
て
順
で
進
め
る
こ
と

を
基
本
と
し
、「
数
学
Ⅰ
」
に
新
設
さ
れ

た
「
デ
ー
タ
の
分
析
」
は
、
普
通
科
・
情

報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
共
に
１
年
次

の
３
学
期
に
、「
数
学
Ａ
」
に
新
設
さ
れ

た
「
整
数
の
性
質
」
は
、
普
通
科
は
１
年

武生高校が行った課題学習の一例図３

テーマ◎「ユークリッドの互除法と最大公約数」

課題◎長方形から正方形を切り取りながら、ユークリッドの互除法
の仕組みを理解し、最大公約数の求め方を探る。

内容◎12×18 の紙を出来るだけ大きな同サイズの正方形に切り
分ける問題を各自が考え、その後、グループごとに議論することに
より、ユークリッドの互除法の図形的な意味を理解していった。次
に 364と1001に対して、図を用いずに割り算と余りに注目して、
これらの数の最大公約数を求め、発表した。数が大きくなったり、
複雑になったりしても最大公約数が容易に求められることで、ユー
クリッドの互除法の優秀さが確認できた。

＊西先生の資料を基に編集部で作成

新課程　教科指導最前線 数学●指導の工夫によって生きる力を育みやすい２つの新設分野

三
重
県
立
白は

く

山さ

ん

高
校

新
設
２
分
野
の
内
容
を
活
用
し

生
徒
の
基
礎
学
力
を
育
む

学
校
事
例　
２

新
設
の
２
分
野
は

学
び
直
し
に
生
か
し
や
す
い

新学

新
設
さ
れ
た
２
分
野
は

課
題
学
習
に
も
適
し
て
い
る

新課
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次
の
３
学
期
、
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
科
は
２
年
次
の
３
学
期
に
学
ぶ
。

　

基
礎
学
力
の
定
着
に
課
題
が
あ
る
生
徒

が
多
い
同
校
で
は
、
以
前
か
ら
ベ
ネ
ッ

セ
の
『
マ
ナ
ト
レ
』（
＊
１
）
を
用
い
て
、

義
務
教
育
段
階
の
学
習
内
容
を
定
着
さ
せ

る
た
め
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
新

課
程
で
新
設
さ
れ
た
２
分
野
に
は
、
中
学

校
で
学
ん
だ
こ
と
を
再
確
認
す
る
内
容
が

含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
学
び
直
し
の
効
果

が
高
ま
る
だ
ろ
う
と
、
浦
崎
幸こ

う

士し

先
生
は

期
待
を
寄
せ
る
。

　
「『
デ
ー
タ
の
分
析
』に
百
分
率（
＊
２
）、

『
整
数
の
性
質
』
に
約
数
と
倍
数
な
ど
、

旧
課
程
で
は
扱
わ
な
か
っ
た
内
容
が
新
設

の
２
分
野
に
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
で
、
こ

れ
ま
で
『
マ
ナ
ト
レ
』
だ
け
で
行
っ
て
い

た
学
習
が
教
科
書
を
使
っ
て
出
来
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
学
び
直
し
に
該
当
す
る

内
容
の
説
明
や
演
習
に
時
間
を
掛
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
の
で
、
生
徒
が
理
解
し
や

す
く
な
る
と
思
い
ま
す
」

　
「
デ
ー
タ
の
分
析
」
で
は
、
相
対
度
数

や
平
均
値
な
ど
、
中
学
校
の
数
学
の
「
資

料
の
活
用
」
で
既
に
学
習
し
た
項
目
に
重

点
を
置
く
。

　
「
既
習
内
容
の
復
習
で
す
の
で
、
生
徒

は
取
り
組
み
や
す
い
は
ず
で
す
し
、
学
び

直
し
に
直
結
し
ま
す
。
ま
た
、
相
対
度
数

を
求
め
る
時
に
行
う
割
り
算
の
計
算
な
ど

は
、就
職
試
験
で
も
生
き
て
き
ま
す
」（
浦

崎
先
生
）

　

授
業
で
は
、
ま
ず
教
科
書
の
例
題
を
用

い
て
、
位
取
り
や
小
数
に
つ
い
て
丁
寧
に

説
明
す
る
と
、
浦
崎
先
生
は
言
う
。

　
「
小
学
校
の
算
数
段
階
で
つ
ま
ず
い
た

ま
ま
数
学
に
苦
手
意
識
を
持
っ
て
い
る
生

徒
が
多
い
た
め
、『
÷
10
で
あ
れ
ば
左
に

１
つ
、
÷
１
０
０
で
あ
れ
ば
左
に
２
つ
、

小
数
点
を
動
か
す
』
と
い
う
よ
う
に
、
具

体
的
に
解
説
し
ま
す
。
少
し
で
も
分
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
何
で
も
質
問
す
る
よ

う
に
生
徒
に
呼
び
掛
け
、
全
員
が
理
解
し

て
か
ら
先
へ
進
む
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

　

そ
し
て
、
15
分
間
、
浦
崎
先
生
自
作
の

類
題
プ
リ
ン
ト
に
取
り
組
ま
せ
る
。

　
「
10
や
１
０
０
で
割
る
計
算
は
、
日
常

生
活
で
よ
く
使
い
ま
す
し
、
就
職
試
験
で

も
よ
く
出
題
さ
れ
ま
す
。
÷
10
の
計
算
か

ら
始
め
、
÷
20
の
計
算
を
暗
算
で
出
来
る

よ
う
に
な
る
ま
で
、
何
度
で
も
繰
り
返
し

解
か
せ
、
し
っ
か
り
定
着
さ
せ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
」（
浦
崎
先
生
）

　
「
デ
ー
タ
の
分
析
」
で
扱
う
項
目
の
う

ち
、
高
校
で
初
め
て
学
習
す
る
分
散
と
標

準
偏
差
で
は
、
２
乗
や
平
方
根
の
計
算
が

必
要
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
基
礎
的
な
説

明
が
更
に
重
要
に
な
る
と
言
う
。

　
「
必
ず
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
、
生
徒
は

２
乗
や
平
方
根
の
計
算
に
つ
ま
ず
き
ま
す

が
、
そ
れ
は
計
算
の
仕
方
が
分
か
ら
な
い

か
ら
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
分
散

を
求
め
る
際
に
偏
差
を
２
乗
す
る
の
か
、

な
ぜ
標
準
偏
差
は
分
散
の
正
の
平
方
根
な

の
か
と
い
っ
た
、
数
学
の
本
質
的
な
部
分

に
疑
問
を
持
っ
て
い
る
こ
と
も
、
つ
ま
ず

き
の
原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。
生
徒
は
そ

こ
に
納
得
し
て
初
め
て
、
分
散
や
標
準
偏

差
の
計
算
に
前
向
き
に
取
り
組
む
よ
う
に

な
る
の
で
、
し
っ
か
り
説
明
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
」（
浦
崎
先
生
）

　

生
徒
が
取
り
組
み
や
す
い
よ
う
に
、
作

問
に
も
工
夫
を
凝
ら
す
。

　
「
分
散
や
標
準
偏
差
は
生
徒
に
と
っ
て

難
し
い
内
容
で
す
。
生
徒
の
関
心
を
引

く
よ
う
な
問
題
を
生
徒
と
共
に
作
る
こ
と

で
、
学
習
意
欲
を
高
め
る
試
み
を
し
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、『
30
歳
に
な
っ
た
時
、

月
給
は
い
く
ら
ほ
し
い
？
』
と
尋
ね
、
生

徒
か
ら
挙
が
っ
た
金
額
を
用
い
て
分
散
や

標
準
偏
差
を
計
算
さ
せ
る
な
ど
の
工
夫
を

し
て
い
ま
す
」（
浦
崎
先
生
）

　
「
整
数
の
性
質
」
で
力
を
入
れ
る
単
元

は
２
つ
あ
る
。

　

１
つ
め
は
約
数
と
倍
数
の
単
元
だ
。
就

職
試
験
で
も
出
題
頻
度
の
高
い
項
目
で
あ

り
、
特
に
最
大
公
約
数
、
最
小
公
倍
数
に

つ
い
て
は
丁
寧
に
説
明
し
、
そ
の
求
め
方

を
授
業
中
の
問
題
演
習
を
通
し
て
し
っ
か

り
と
身
に
付
け
さ
せ
て
い
る
。

三
重
県
立
白
山
高
校

◎
２
０
０
７
年
度
、
文
部
科
学
省
「
高
等
学
校
に
お
け
る

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
在
り
方
に
関
す
る
調
査
研
究
に
お
け
る

推
進
校
」
に
指
定
さ
れ
、
２
年
次
の
夏
休
み
に
全
員
が
５

日
間
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
う
な
ど
、
生
徒
の
職
業

意
識
を
高
め
る
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

◎
全
日
制
／
普
通
科
・
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
／

共
学　

◎
１
学
年
約
1
０
０
人　

◎
２
０
１
３
年
度
の
進
路
実
績
／
進
学
26
人
（
四
年
制
大

5
人
、
短
大
3
人
、
専
門
学
校
18
人
）、
就
職
66
人
。

三
重
県
立
白は
く

山さ
ん

高
校

浦
崎
幸
士

う
ら
さ
き
・
こ
う
し
　

教
職
歴
13
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
７
年
目
。
生
徒
指
導
部
主
任
。

「
出
来
る
」と
感
じ
さ
せ
た
上
で

数
学
的
な
意
味
を
説
明

「数

生
徒
が
挙
げ
た
数
字
を
使
う
な
ど

作
問
に
工
夫
を
凝
ら
す

生作

基
礎
を
丁
寧
に
説
明
し
て
か
ら

問
題
演
習
に
取
り
組
ま
せ
る

基問

＊１　ベネッセの「進路マップ」の教材の１つ。小・中学校範囲の学び直し専用のシステム教材。
＊２　百分率を扱わない教科書もあります。
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最
大
公
約
数
や
最
小
公
倍
数
を
求
め
る

際
に
必
要
な
素
因
数
分
解
の
指
導
で
は
、

「
１
以
外
の
な
る
べ
く
小
さ
な
正
の
数
で

割
っ
て
い
こ
う
」
と
、
数
学
的
な
厳
密
さ

は
ひ
と
ま
ず
お
き
、
易
し
く
説
明
し
て
か

ら
、
繰
り
返
し
問
題
演
習
を
さ
せ
る
（
図

４
）。

　
「
大
半
の
生
徒
は
、
中
学
校
で
習
っ
た

素
数
や
因
数
を
覚
え
て
い
ま
せ
ん
。
い
き

な
り
数
学
的
に
厳
密
な
説
明
を
し
て
も
理

解
で
き
な
い
の
で
、
ま
ず
は
計
算
の
仕
方

を
覚
え
さ
せ
、素
因
数
分
解
が
『
出
来
る
』

と
感
じ
さ
せ
た
上
で
、
素
因
数
分
解
と
は

ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
を
解
説
す
る
の
が

効
果
的
で
す
」（
浦
崎
先
生
）

　
「
数
学
Ⅰ
」
の
「
数
と
式
」
で
は
、
素

因
数
分
解
の
知
識
が
必
要
な
根
号
を
含
む

計
算
を
扱
う
た
め
、
次
年
度
以
降
は
「
整

数
の
性
質
」
と
並
行
し
て
扱
う
こ
と
も
あ

り
得
る
と
、
浦
崎
先
生
は
話
す
。

　
「
生
徒
が
理
解
し
や
す
く
、
計
算
の
仕

方
が
身
に
付
き
や
す
い
よ
う
に
、『
整
数

の
性
質
』
の
履
修
時
期
を
『
数
と
式
』
と

同
じ
１
年
次
の
１
学
期
に
す
る
こ
と
を
検

討
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
「
整
数
の
性
質
」
の
重
点
単
元
の
２
つ

め
は
、
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
の
互
除
法
だ
。
こ

こ
で
は
、
あ
え
て
問
題
演
習
を
行
っ
て
か

ら
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
の
互
除
法
を
説
明
す
る

と
、
浦
崎
先
生
は
話
す
。

　
「
大
き
い
数
を
含
む
２
つ
の
整
数
の
最

大
公
約
数
を
求
め
る
場
合
、
素
因
数
分
解

を
し
て
求
め
よ
う
と
す
る
と
、
計
算
量
が

多
く
大
変
で
す
が
、
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
の
互

除
法
を
用
い
れ
ば
、
比
較
的
簡
単
に
求
め

ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
生
徒
に
は
そ
の
方

法
を
い
き
な
り
は
教
え
ま
せ
ん
。ま
ず
は
、

あ
え
て
素
因
数
分
解
を
す
る
方
法
で
最
大

公
約
数
を
求
め
さ
せ
ま
す
。
そ
の
計
算
量

の
多
さ
に
生
徒
は
大
変
な
思
い
を
す
る
で

し
ょ
う
。
そ
こ
で
、
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
の
互

除
法
を
説
明
す
れ
ば
、『
こ
ん
な
に
便
利

な
方
法
が
あ
る
の
か
』
と
生
徒
の
印
象
を

強
く
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
す
」

　

１
次
不
定
方
程
式
で
は
、
グ
ラ
フ
を
用

い
て
整
数
解
の
意
味
を
理
解
さ
せ
る
。

　
「
ま
ず
、
連
立
方
程
式
の
解
が
２
つ
の

直
線
の
交
点
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
た
上

で
、『
直
線
が
１
つ
し
か
な
い
１
次
不
定

方
程
式
の
解
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
』
と

問
い
掛
け
ま
す
。
そ
し
て
、『
整
数
解
は

直
線
上
の
x
座
標
と
y
座
標
が
共
に
整

数
で
あ
る
全
て
の
点
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を

全
て
書
き
出
す
こ
と
は
出
来
な
い
け
れ

ど
、
k
な
ど
の
文
字
を
使
え
ば
、
全
て
の

整
数
解
を
表
せ
る
よ
ね
』
と
い
っ
た
流
れ

で
解
説
す
れ
ば
、
生
徒
の
納
得
度
も
高
ま

り
ま
す
」（
浦
崎
先
生
）

　

新
課
程
で
重
視
さ
れ
て
い
る
言
語
活
動

は
、
問
題
演
習
の
時
間
に
生
徒
同
士
で
学

び
合
い
を
さ
せ
る
な
ど
、
新
課
程
実
施
前

か
ら
授
業
に
取
り
入
れ
て
い
た
。

　
「
入
学
時
か
ら
学
び
合
い
を
続
け
て
い

る
と
、
問
題
を
解
け
た
生
徒
が
、
自
分
か

ら
進
ん
で
解
け
て
い
な
い
生
徒
に
教
え
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
相
手
に
分
か
る
よ
う

に
説
明
す
る
こ
と
で
、
自
分
も
理
解
を
深

め
て
い
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
問
題
が
解

け
な
い
生
徒
も
、
友
だ
ち
が
相
手
だ
と
気

兼
ね
な
く
、
納
得
の
い
く
ま
で
質
問
で
き

る
た
め
、
一
斉
指
導
よ
り
も
理
解
が
深
ま

る
部
分
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
新
設

の
２
分
野
で
も
学
び
合
い
を
行
い
、
学
習

内
容
の
定
着
を
目
指
し
て
い
ま
す
」（
浦

崎
先
生
）

　

生
徒
に
解
け
る
喜
び
を
感
じ
さ
せ
る
た

め
に
、
定
期
考
査
で
は
授
業
で
扱
っ
た
問

題
を
、
数
字
を
替
え
た
形
で
そ
の
ま
ま
出

題
す
る
。

　
「
授
業
を
し
っ
か
り
聞
き
、
演
習
プ
リ

ン
ト
に
取
り
組
ん
で
い
れ
ば
、
定
期
考
査

の
問
題
は
解
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

『
自
分
も
や
れ
ば
出
来
る
』
と
実
感
さ
せ

る
こ
と
で
、
生
徒
の
学
習
意
欲
を
高
め
る

狙
い
が
あ
り
ま
す
」（
浦
崎
先
生
）

　

浦
崎
先
生
は
今
後
を
次
の
よ
う
に
話
す
。

　
「
新
課
程
で
新
設
さ
れ
た
２
分
野
で
は
、

割
り
算
を
始
め
、
約
数
、
倍
数
な
ど
、
社

会
で
求
め
ら
れ
る
知
識
を
学
び
直
せ
ま

す
。生
徒
に
基
礎
学
力
が
定
着
す
る
よ
う
、

引
き
続
き
工
夫
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
」

素因数分解の指導図４

「５４０を割り切る素数は何か？」と尋
ねても、生徒は分からないため、「５４０
を割り切る数で最も小さい数は何？
ただし、１は駄目だよ」と質問する。
生徒は２で割り切れそうだと気付き、
５４０を２で割る。次は、「２７０を割り
切る数で最も小さい数は？　ただし、
１は駄目だよ」と問う。これを繰り
返せば、数学が苦手な生徒も素因数
分解が出来る。素因数分解の計算に
慣れてきたら、素数や因数、素因数
について説明する。 ＊浦崎先生への取材を基に編集部で作成

５４０２
２７０２
１３５３
４５３
１５３
５

新課程　教科指導最前線 数学●指導の工夫によって生きる力を育みやすい２つの新設分野

学
び
合
い
に
よ
り
深
ま
る

生
徒
の
理
解

学生

イ
ン
パ
ク
ト
を
強
く
す
る
た
め

あ
え
て
大
変
な
計
算
を
先
に

イあ

25 June 2013




